
■2006年度定期総会が行われました 

 6月25日（日）に小金井市上之原会館で行われ

た総会には、12市の連絡協議会と「三多摩指導

員の会」の合計13構成団体から出席がありまし

た。 

 事務局からの報告では、多摩地域の学童保育

に通う子どもは昨年より1,600人以上増えて

27,835人を数えているのに対し、学童保育所の

増加は13箇所にとどまり、学童保育の大規模化

がますます進行していること（1学童保育所の平

均児童数が59.6人！）が明らかにされました。

一方待機児童数も、3年連続で1,000人を超えて

1,203人となっています。 

 各団体からの報告では、「指定管理者制度」

の導入とその問題点、大規模化が進む学童保育

の実態、「全児童対策」との併設問題、情報交

換・意見交換が活発に行われました。 

 また、来年2月に開催予定の第19回三多摩学童

保育フォーラムについて、武蔵野市連協から開

催の用意があるとの発言があり、これを受けて

武蔵野市開催を決定いたしました。 

 最後に、三多摩連協が多摩地域の学童保育の

希望の星となれるように努力し続けていくこと

を確認し、新役員を選出しました。 

◆2006年度役員  

会長   林 正弘  （小金井父母OB） 

副会長  荒松祥一郎  （府中市父母ＯＢ） 

   木田保男  （小平市父母ＯＢ） 

   木越保聡  （府中市父母ＯＢ） 

   納見敏明  （小金井市父母ＯＢ） 

   佐々木亨   （八王子市指導員） 

   佐藤節子  （日野市指導員） 

   上田千尋  （町田市指導員） 

   飛永 友  （西東京市指導員）     

   小野さとみ  （町田市指導員）    

   高橋ヨシヱ  （武蔵野市指導員ＯＢ） 

   吉岡 力  （清瀬市父母） 

   妹尾浩也  （多摩市父母） 

   杉谷彰子  （調布市父母ＯＢ） 

   吉岡克平  （西東京市父母ＯＢ） 

   川名雄児  （武蔵野市父母ＯＢ） 

   廣政昭子  （武蔵野市父母ＯＢ） 

   星登志雄  （西東京市父母ＯＢ） 

    宇田 良  （府中市父母ＯＢ） 

    平野 治  （武蔵野市父母ＯＢ） 

事務局長  古谷健太  （西東京市父母ＯＢ） 

事務局次長 菊池宇光  （西東京市父母ＯＢ） 

事務局員  伊藤由加里 （西東京市父母） 

      中曽根 聡 （西東京市父母） 

      藤村秋義  （小平市父母ＯＢ） 

      白井 隆  （武蔵野市父母ＯＢ） 

      笛木理恵  （多摩市父母ＯＢ） 

      山本智子   （小平市父母ＯＢ） 

      小山智子   （国立市父母ＯＢ） 

会計    二木真佐江  （府中市父母ＯＢ）  

         （敬称略） 

以上、一年間よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

■学習交流会・第5回指導員新人研修会報告 

 7月2日、三多摩指導員の会と共催で、学習交

流会・指導員新人研修会が行われました。いま

までは、新人研修会のみだったのですが、今年

は保護者との交流ということで、三多摩連協と

の共催で行いました。 

 当日は指導員51名、保護者16（その他1）の合

計68名が参加し、4つの分科会に分かれて学習し

ました。また午前中行われた全体会では河合 尚

規氏（町田市：小学校教員）が「発達と課題、

育つ力と大人の関わり」というテーマでお話されま

した。具体的な事例を挙げてのお話で、最後には思

わず涙が出てきてしまいました。 
 私が参加した第4分科会「官から民への流れの

なかで」は保護者9名（うち2名は指導員兼ね

る）指導員7名の計16名で行われました。どの市

も民間委託を検討しているところで活発な意見

の交換ができました。日野と福生の状況がとて

も問題があることがわかりました。日野は父母

になんら説明もなく、審議会が開かれていてそ

こには当事者（父母）がいないのでとんでもな

い発言がある。福生は社教委託で行ってきた

が、突然7月に指定管理者の説明会を行うと父母

に連絡があった。父母は問題意識がなく、父母

会もない状況。という報告がされました。それ

に対して、やはり父母会が大切。3名いれば父母

会になる。全国や東京の流れを知るためにも連

絡協議会が必要などという話が参加者からでま

した。 

 参加した指導員からは保護者の意見も聞けて

有意義だったとの意見がありました。 

 これからも保護者と指導員が話し合える場を

持てるようにしていきたいと思いました。 

 また、終了後行われた懇親会にも多数の人が

参加し、盛り上がったとのことです。 

（事務局次長 菊池） 

■第19回三多摩フォーラムは亜細亜大学！ 

 第19回の三多摩学童フォーラムが武蔵野市に

ある亜細亜大学で行われることになりました。

9/19に第1回の実行委員会も行われ、現在鋭意準

備中です。分科会の内容など決まりましたら、

お知らせします。 

 

【日時】2007年2月18日（日）10：00開始予定 

【場所】亜細亜大学 

【会費】1,500円 

 

■全国研究集会に行こう！ 

 10月28日、29日の両日、愛知県で全国学童保

育連絡協議会が主催する第41回全国学童保育研

究集会（全国研）が行われます。毎年4,000名以

上の保護者や指導員が集まります。初日の全体

会では保護者や指導員による特別報告があり、

毎年感動を呼んでいます。今年の記念講演は横

湯園子さん（中央大学教授、臨床心理士）が

「語ること、聴きとられることー子どもと大人

がともに生きる道」というテーマでお話をされ

ます。2日目は40以上の分科会に分かれて学童保

育や子育てについて学びあいます。 

 全国研は全体会や分科会の時間だけでなく、2
日間全てが学びと交流の場となり、とても貴重

な体験となりますので、ぜひご参加ください。 

◆三多摩連協 全国研バスツアー決行！ 

 三多摩連協初の全国研バスツアーが行われる

ことになりました。新幹線で行くと交通費だけ

で23,000円以上かかりますが、宿泊費込みで

20,000円と格安です。ぜひご利用ください。 

 

【日程】10/28 新宿駅   6：20集合 

   10/29 新宿駅  23：00解散（予定） 

【費用】20,000円（ホテル代込み、予定） 

【締切】10月15日（日） 

 

 先着40名さまで締め切りとさせていただきま

す。 

詳しくは下記までお問い合わせください。 

子どもが真ん中 

三多摩の学童ほいく 
2006年9月24日 

第28号 
三多摩学童保育 

連絡協議会 

副会長さんがいっぱ
いだ！ 
荒松さん長い間お疲
れ様でした。 
林さん、がんばって
くださいね。 
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待ってるよ！ 

■「日本の学童ほいく」8月号を読んで！ 
 息子が学童に通うようになって早3年、ほ

いく誌の購読も同様に3年たちました。この

本は指導員の先生、保護者、こどものそれぞ

れの視点から学童での生活を感じることがで

きるので毎月楽しみに読んでいます。8月号

の特集は「生命の大切さを伝えたい」でし

た。その中で、4年生の少年が自殺未遂を

し、立ち直るというお話が載っていました。

息子も今ちょうど4年生なので他人事とは思

えず、体だけでなく心の病気の悲しさを痛感

しました。規則正しい生活や勉強につい目が

いってしまいますが、本当に大切なのはこど

もが何を考え感じているのかだと思いまし

た。子どもの気持ちを理解するためにも、第

二の我が家・学童クラブのことを知るのに

うってつけの本だと思います。また、働く親

の悩みも共感できます。ぜひ、一度読んでみ

てください。  （西東京市 熊田 喜美） 

 

購読料：3960円（一年間） 一冊330円 

各市連協にお問い合わせください 




